
≪お詫びと訂正≫ 

 

 

『改正法対応 個人情報保護士認定試験 公式過去問題集』 

 

■本書の記述で下記の誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。 

 

【2023年 8月 28日現在】 

頁 問題番号 訂正箇所 訂正前 訂正後 

151 75 問題文イ 

個人情報取扱事業者は、保有個

人データの利用目的の通知、保

有個人データの開示又は保有

個人データの訂正等をする際

に徴収する手数料の徴収方法

を定めることはできない。 

保有個人データの訂正等をす

る際に徴収する手数料の徴収

方法を定めることはできない。 

207 
107（解

説） 
解答 イ エ 

228 124 差替え 

291 167 問題のリー

ド文 

以下のアからエまでの記述

のうち、PMS の運用に関す
る 個 人 情 報 保 護 管 理 者
（CPO）の権限と役割に該
当しないものを１つ選びな
さい。 

以下のアからエまでの記述の

うち、デュアルシステムの説
明に該当するものを１つ選び
なさい。 

299 173 差替え 

300 174 差替え 

 

上記、差替えと明記の問題は、以下をご参照ください。 



 

【差替え問題】 

 

問題124． 脅威を人為的脅威と環境的脅威に分類し、さらに人為的脅威を意図的脅威

と偶発的脅威に分類した場合、次の表の（  ）に入る最も適切な語句の組

合せを、以下のアからエまでのうち１つ選びなさい。 

人為的脅威 環境的脅威 

意図的脅威 偶発的脅威  

・盗聴 

・（ ａ ） 

・盗難 

・（ ｂ ） 

・不正な経路 

・物理的な事故 

・地震 

・洪水 

・（ ｃ ） 

 

ア．ａ．悪意のあるコード   ｂ．システムのハッキング  ｃ．ファイルの削除 

イ．ａ．情報の改ざん ｂ．誤りやケアレスミス   ｃ．記憶媒体の劣化 

ウ．ａ．誤りやケアレスミス ｂ．記憶媒体の劣化     ｃ．システムのハッキング 

エ．ａ．ファイルの削除 ｂ．悪意のあるコード    ｃ．記憶媒体の劣化 

本問は、脅威の分類についての理解を問うものである。 

 

人為的脅威 環境的脅威 

意図的脅威 偶発的脅威  

・盗聴 

・情報の改ざん 

・盗難 

・誤りやケアレスミス 

・不正な経路 

・物理的な事故 

・地震 

・洪水 

・記憶媒体の劣化 

 

 

解答 イ 

解説 



脅威と対策 
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問題173． 個人情報へのアクセスに関する以下のアからエまでの記述のうち、不適切

なものを１つ選びなさい。 

 

ア． 情報システムのアクセスログについては、利用者の人数や利用状況、情報シス

テムで取り扱う個人情報を考慮して取得する。 

イ． 個人情報へのアクセスや操作の失敗の記録は破棄し、成功の記録を取得し、保

管する。 

ウ． 情報システムのアクセスログから、内部の異常アクセス（例えば、休業日や業

務時間外のアクセス、ログインエラーなど）をチェックする。 

エ． 取得した個人情報や情報システムのアクセスの記録は、それ自体が個人情報に

該当する場合があるので、その管理には注意を要する。 

本問は、個人情報へのアクセスについての理解を問うものである。 

 

ア 適 切。  情報システムのアクセスログについては、利用者の人数や利用状況、

情報システムで取り扱う個人情報を考慮して取得する。 

イ 不適切。 個人情報へのアクセスや操作の成功と失敗についての記録を取得し、

保管する。 

ウ 適 切。  情報システムのアクセスログから、内部の異常アクセス（例えば、休

業日や業務時間外のアクセス、ログインエラーなど）をチェックする。 

エ 適 切。  取得した個人情報や情報システムのアクセスの記録は、それ自体が個

人情報に該当する場合があるので、その管理には注意を要する。 

 

 

解答 イ 

  

解説 



 

問題174．情報システムの動作確認時の対策に関する以下のアからエまでの記述の

うち、不適切なものを１つ選びなさい。 

 

ア． 情報システムの動作確認において、テスト環境と本番環境は同一環境で行い、

システムの利用領域を分離させなくてもよい。 

イ． 情報システムの動作確認時のテストデータとして個人情報等の重要情報を利

用しない。 

ウ． テスト後のテストデータは、組織のルールや手順に則って、特定の管理者が保

管または破棄する必要がある。 

エ． 情報システムの変更により、Webサイトやモバイルサイトに公開すべきでない

個人情報等が閲覧できるようになっていないか公開前に確認する。 

本問は、情報システムの動作確認時の対策についての理解を問うものである。 

 

ア 不適切。 情報システムの動作確認において、テスト環境と本番環境は分離す

る。同一環境を利用せざるを得ない場合は、システムの利用領域を

分離する。 

イ 適 切。  情報システムの動作確認時のテストデータとして個人情報等の重要

情報を利用しない。 

ウ 適 切。  テスト後のテストデータは、組織のルールや手順に則って、特定の管

理者が保管または破棄する必要がある。 

エ 適 切。  情報システムの変更により、Webサイトやモバイルサイトに公開すべ

きでない個人情報等が閲覧できるようになっていないか公開前に確

認する。 

 

 

解答 ア 

 

解説 
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